
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
急
増
し
て

い
る
。
す
で
に
、

全
国
で
も
昨
年
度

を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
発
生
し
、
農
林

水
産
省
で
は
「
危

機
的
状
況
」
と
危

機
感
を
強
め
、
消

毒
な
ど
を
強
化
し
た
▼
岩
手
県

で
は
、
元
日
に
発
生
し
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
、
翌
日

か
ら
、
県
職
員
に
よ
る
防
疫
作

業
が
始
ま
っ
た
。
落
ち
着
く
間

も
な
く
、
既
に
４
例
目
、
５
例

目
と
拡
大
し
、
迅
速
な
対
応
に
、

自
衛
隊
や
市
町
村
の
手
を
借
り

な
け
れ
ば
、
防
疫
作
業
も
追
い

つ
か
な
い
▼
卵
価
格
へ
の
影
響

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
概

ね
１
パ
ッ
ク
２
０
０
円
前
後
と
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
卵
価
格

に
目
立
っ
た
急
激
な
価
格
上
昇

は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
と
は
い

え
社
会
全
体
が
物
価
上
昇
中
で
、

そ
れ
だ
け
で
生
活
が
苦
し
い
こ

と
の
方
が
課
題
で
あ
る
▼
市
販

の
卵
も
し
っ
か
り
検
査
に
合
格

さ
れ
た
卵
で
安
全
と
の
記
事
に

ほ
っ
と
し
た
。
日
本
で
の
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
人
へ
の

感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

防
疫
作
業
従
事
者
も
、
作
業
終

了
時
や
休
憩
前
後
の
適
切
な
消

毒
に
よ
り
感
染
対
策
は
保
た
れ

て
い
る
。
作
業
も
大
変
だ
が
、

下
支
え
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
役

の
方
々
の
お
か
げ
、
私
た
ち
は

防
疫
作
業
に
従
事
で
き
る
。
こ

れ
以
上
、
感
染
が
拡
大
し
な
い

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
準
備
を
怠

ら
ず
、
対
応
し
た
い
。

　

 

▲県土整備部交渉に臨む交渉団

▲自治労県本部春闘討論集会で講演する自治労本部長能臨時中央執行委員
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１
月
10
〜
11
日
、
自
治
労
県
本
部
春
闘
討
論
集
会
が
盛
岡

市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
職
労
か
ら
30
人
が
出
席
し
た
。
春
闘

と
は
、
労
働
組
合
が
産
業
別
に
ま
と
ま
り
、
労
働
条
件
改
善

の
交
渉
を
行
う
も
の
。
公
務
員
労
働
者
も
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
み
、賃
金
の
底
上
げ
を
実
現
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

併
せ
て
今
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
自
治
労
組
織
内

の
比
例
代
表
「
岸
ま
き
こ
」
の
勝
利
に
向
け
た
学
習
を
行
っ

た
う
え
で
、
春
闘
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
し

た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
連
合
岩

手
の
伊
藤
裕
一
会
長
（
前
自
治

労
県
本
部
執
行
委
員
長
、
宮
古

市
職
労
出
身
）
が
「
自
治
労
に

結
集
し
、
と
も
に
『
春
闘
』
を

闘
お
う
」
と
題
し
た
講
演
を
行

っ
た
。
伊
藤
会
長
は
、
春
闘
の

起
源
や
近
年
の
動
向
に
つ
い
て

説
明
し
た
う
え
で
、
２
０
２
５

春
闘
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

５
％
以
上
の
賃
上
げ
や
、
「
賃

金
も
物
価
も
上
が
ら
な
い
」
と

い
う
社
会
的
規
範
（
ノ
ル
ム
）

を
変
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
提

起
し
た
。
ま
た
、
自
治
労
の
春

闘
方
針
・
賃
金
闘
争
に
つ
い
て
、

「
春
段
階
の
春
闘
か
ら
、
秋
か

ら
年
末
に
か
け
て
の
確
定
闘
争

ま
で
、
息
の
長
い
取
り
組
み
が

必
要
」
「
春
闘
は
す
べ
て
の
闘

争
の
ス
タ
ー
ト
地
点
」
「
勧
告

は
完
全
実
施
の
保
障
が
な
い
こ

と
か
ら
、
要
求
〜
交
渉
〜
妥
結

が
重
要
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
自
治
労
本
部
の
長

能
朋
広
臨
時
中
央
執
行
委
員

（
北
海
道
名
寄
市
職
労
連
出

身
）
が
「
組
織
内
参
議
院
議
員

　

県
職
労
土
木
関
係
職
員
協
議

会
は
、
人
員
課
題
、
諸
手
当
改

善
、
執
務
環
境
改
善
な
ど
を
柱

と
す
る
県
土
整
備
部
長
あ
て
要

請
書
を
作
成
の
う
え
、
１
月
20

日
に
加
藤
県
土
整
備
部
副
部
長

に
手
交
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

人
員
確
保

　

現
在
、
総
合
土
木
職
６
人
の

欠
員
、
建
築
職
２
人
の
欠
員
と

し
た
う
え
で
、「
来
年
度
は
、

総
合
土
木
職
Ⅰ
種
と
Ⅲ
種
を
合

わ
せ
て
十
数
人
、
建
築
職
も
若

干
名
の
採
用
を
予
定
」と
回
答
。

諸
手
当
改
善

　

建
築
職
員
の
資
格
取
得
へ
の

手
当
創
設
に
関
し
、
今
年
度
か

ら
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格

者
検
定
に
係
る
受
検
を
公
務
扱

い
」
と
し
、
旅
費
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
改
善
し
、「
必
要
な
見

直
し
等
は
随
時
検
討
し
て
い

く
」と
の
姿
勢
を
引
き
出
し
た
。

そ
の
他
、
交
渉
団
の
要
請
事
項

○
全
県
で
の
用
地
課
職
員
体
制

の
検
討
及
び
課
長
・
主
幹
へ
任

用
が
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
改
善
を
○
千
厩
土
木
セ
ン
タ

ー
所
長
の
特
別
調
整
額
（
５
種

↓
４
種
）
の
改
善
、
な
ど
。

交
渉
締
め
く
く
り

〇
小
野
寺
ま
ち
づ
く
り
担
当
技

監
は
「
要
請
書
の
内
容
は
、
正

に
そ
の
と
お
り
。
建
築
職
員
の

確
保
策
な
ど
、
今
後
も
組
合
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
職
場
改
善

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
。

〇
菅
原
道
路
担
当
技
監
は
、「
組

合
の
意
見
は
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
と
し
て『
声
』

２
０
２
５
自
治
労
県
本
部
春
闘
討
論
集
会

の
国
会
活
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
の

中
で
は
、
自
治
労
組
織
内
の

「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
が

自
治
体
職
場
及
び
自
治
労
運
動

で
ど
の
よ
う
な
経
験
を
積
ん
で

き
た
の
か
、
国
会
で
ど
の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
か

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、

「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
が

自
治
体
の
現
場
を
最
も
よ
く
理

解
し
て
い
る
議
員
で
あ
る
こ
と
、

「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
へ

の
支
援
の
輪
が
広
が
れ
ば
広
が

る
ほ
ど
、
自
治
労
が
現
場
の
声

を
国
政
に
届
け
る
力
も
強
く
な

る
こ
と
等
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
労
県
本
部
の

佐
藤
書
記
長
か
ら
春
闘
方
針
案

が
提
起
さ
れ
た
。

県
職
労
分
科
会

　

県
職
労
分
科
会
で
は
、
拡
大

中
央
闘
争
委
員
会
及
び
支
部
代

表
者
会
議
の
位
置
づ
け
で
、
春

闘
要
求
を
は
じ
め
当
面
す
る
諸

課
題
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

①
県
職
共
闘
政
治
学
習
会

　

自
治
労
本
部
の
長
能
朋
広
臨

時
中
央
執
行
委
員
が
県
職
労
分

科
会
に
入
り
、
「
自
治
労
運
動

と
政
治
闘
争
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
学
習
会
を
行
っ
た
。
「
岸

ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
が
果
た

し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
職
の
視
点
を
中
心
に
、

全
体
講
演
よ
り
も
さ
ら
に
詳
し

く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
選
挙

に
お
け
る
地
方
公
務
員
の
法
的

制
約
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

県
職
連
合
第
37
回
・
県
職
労
第

１
３
３
回
臨
時
大
会

◆
日　

時   

２
０
２
５
年
３
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
〜

◆
場　

所   

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館

を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
処

遇
改
善
等
は
、
こ
れ
ま
で
の
組

合
の
先
輩
方
の
活
動
あ
っ
て
の

成
果
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
意
識
共
有
。

〇
加
藤
副
部
長
は
、「
人
員
配

置
や
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

制
度
的
な
部
分
で
我
々
が
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
も

協
力
し
て
魅
力
あ
る
職
場
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
と
し
、
口
岩

事
務
局
長
も
、「
年
々
要
求
事

項
も
増
え
て
い
る
が
、
現
場
の

切
実
な
声
と
受
け
止
め
て
ほ
し

い
。
改
善
に
向
け
部
内
で
の
共

有
と
来
年
度
以
降
も
意
見
交
換

を
」
求
め
、交
渉
を
終
了
し
た
。

　

引
き
続
き
働
き
や
す
い
職
場

環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
。

▲加藤県土整備部副部長に要求書を
手渡す口岩土木協事務局長（左）

②
２
０
２
５
春
闘
要
求

　

自
治
労
県
本
部
の
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
、

県
職
労
分
の
集
約
状
況
を
共
有

し
た
う
え
で
、
２
０
２
５
春
闘

要
求
書
案
を
示
し
た
。
賃
金
改

善
要
求
額
を
２
０
，
０
０
０
円

以
上
と
す
る
こ
と
、
新
た
な
重

点
事
項
と
し
て
「
非
常
時
に
備

え
た
待
機
対
象
日
の
手
当
や
、

電
話
対
応
時
に
お
け
る
オ
ン
コ

ー
ル
手
当
を
創
設
」
「
全
庁
的

に
窓
口
業
務
受
付
時
間
の
短

縮
」
「
交
通
事
故
等
に
か
か
る
、

い
わ
ゆ
る
『
失
職
特
例
条
例
』

を
制
定
」
を
掲
げ
る
こ
と
等
を

提
起
し
た
。

③
フ
レ
ッ
ク
ス
拡
充
対
応

　

人
事
課
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

フ
レ
ッ
ク
ス
拡
充
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
集
約
し

た
疑
問
点
へ
の
当
局
の
回
答
を

共
有
し
、
１
月
22
日
の
人
事
課

総
括
課
長
交
渉
に
臨
む
方
針
を

協
議
し
た
。
制
度
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
人
員
体
制
の
確
保
に

確
実
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
、

庶
務
担
当
者
へ
の
研
修
を
さ
せ

る
こ
と
、
フ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
る

勤
務
時
間
割
振
の
再
変
更
に
係

る
法
的
疑
義
を
精
査
す
る
こ
と

等
の
方
針
の
下
に
、
人
事
課
総

括
課
長
交
渉
に
臨
む
こ
と
と
し

た
。

▲県職労分科会

自
治
労
に
結
集
し
、

　
　
　
　

と
も
に　
　
　
　

を
闘
お
う

「
春
闘
」

「魅力ある職場づくりに意欲」
土木関係職員協議会・県土整備部交渉

各職場の代表者ら現場の切実な声訴える

県土整備部



引
っ
越
し
先
及
び
引
っ
越
し
業

者
の
手
配
、
荷
造
り
、
引
継
ぎ

対
応
な
ど
、
と
て
も
２
週
間
で

は
厳
し
い
し
、
職
員
に
負
担
が

生
じ
る
」
な
ど
の
職
場
実
態
や

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
意
見
が

挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
意
見
交
換
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１
月
18
日
に
自
治
労
県
本
部

青
年
部
女
性
部
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
が
八
幡
平
市
の

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
と
周
辺
の

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
県
内
か
ら
50
人
を
超
え
る

青
年
女
性
が
集
ま
り
、
県
職
労

か
ら
は
、
12
人
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
新
潟
県
本
部

青
年
部
書
記
長
の
佐
々
木
悠
介

さ
ん
を
講
師
に
「
ガ
チ
ン
コ
賃

金
ぶ
つ
か
り
稽
古
!!
」
〜
岩
手

場
所
〜
」
と
題
し
て
、
前
半
は

春
闘
と
は
何
か
、
今
年
の
春
闘

情
勢
、
な
ぜ
自
治
労
が
春
闘
に

取
り
組
む
の
か
、
公
務
員
の
賃

金
の
決
ま
り
方
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
た
。
後
半
は
、
県
内
の

単
組
ご
と
の
初
任
給
や
諸
手

当
、
休
暇
制
度
の
違
い
に
つ
い

て
、
実
際
に
参
加
者
で
自
分
の

単
組
の
通
勤
手
当
を
調
べ
た

り
、
県
内
単
組
で
も
国
準
拠
と

県
準
拠
の
単
組
が
混
在
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
共
有
を
図
っ

た
。

　

講
師
の
言
葉
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
働
く

中
で
、
オ
カ
シ
イ
と
思
う
こ
と

に
気
付
い
て
ほ
し
い
。
ど
う
し

て
も
若
手
は
そ
う
い
う
も
の

だ
、
順
応
し
な
い
と
い
け
な
い

と
考
え
て
、
上
司
・
職
場
の
言

う
と
お
り
に
自
分
を
曲
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

言
葉
だ
。
自
分
が
働
い
て
い
る

　

青
年
婦
人

部
で
は
２
月

３
日
に
知
事

あ
て
に
独
自

要
求
書
を
提

出
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
求

書
提
出
後
に

人
事
課
と
の

意
見
交
換
も

行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

要
求
書
作

成
に
あ
た
り
、

本
部
青
婦
部
役
員
で
案
を
作
成

し
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
要
求

書
と
な
る
よ
う
昨
年
の
12
月
中

旬
か
ら
今
年
の
１
月
下
旬
に
か

け
て
各
支
部
で
意
見
交
換
会
や

意
見
集
約
を
行
い
、
職
場
の
実

態
や
生
活
に
つ
い
て
意
見
等
を

出
し
て
も
ら
い
、
現
在
、
本
部

青
婦
部
で
意
見
を
集
約
し
て
い
る
。

　

実
際
に
各
支
部
で
の
意
見
交

換
会
で
出
さ
れ
た
声
と
し
て
、

「
寒
冷
地
手
当
を
沿
岸
地
域
に

も
支
給
し
て
ほ
し
い
」
「
庁
舎

の
予
算
が
無
い
た
め
、
施
設
設

備
等
の
修
繕
が
で
き
な
い
ま
ま

な
の
で
予
算
を
つ
け
て
ほ
し

い
」
「
休
職
者
は
定
数
に
カ
ウ

ン
ト
し
な
い
で
ほ
し
い
」
「
病

休
者
が
居
る
職
場
で
は
代
替
が

入
ら
ず
、
他
の
職
員
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
た
め
超
勤
が
必
然
的

に
増
え
て
い
る
。
な
の
で
、
病

休
者
が
居
る
職
場
の
超
勤
予
算

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
「
人
事

配
置
は
、
早
い
時
期
か
ら
余
裕

を
も
っ
て
決
め
る
べ
き
で
あ
り
、

事
務
分
担
を
決
め
る
際
に
は
、

課
長
や
所
属
長
だ
け
で
決
め
る

の
で
は
な
く
、
若
手
の
意
見
や

要
望
も
聞
い
て
欲
し
い
」
「
異

動
発
表
時
期
に
つ
い
て
、
現
在

３
月
中
旬
だ
が
、
も
う
少
し
早

く
発
表
で
き
な
い
の
か
。
今
の

住
ま
い
か
ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
い
が
引
っ
越
し
と
な
っ
た
際

に
、
発
表
が
あ
っ
て
か
ら
、

中
で
、「
こ
れ
っ
て

オ
カ
シ
イ
！
」
と

い
う
こ
と
に
気
づ

か
な
い
と
、
職
場

の
暗
黙
の
了
解
で

サ
ー
ビ
ス
残
業
を

し
て
い
た
り
、
当

た
り
前
の
権
利
す

ら
行
使
で
き
な
い

と
い
っ
た
働
き
づ

ら
い
職
場
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た

か
ら
で
あ
る
。
職

場
の
「
オ
カ
シ
サ
」
に
気
づ
く

こ
と
が
職
場
環
境
を
変
え
る
第

一
歩
だ
と
思
う
。

　

交
流
の
部
分
は
、
単
組
を
越

え
た
交
流
と
す
る
た
め
に
参
加

者
を
７
つ
の
班
に
分
け
、
ス

会
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
の
防
疫

作
業
に
対
す
る
意
見
も
複
数
挙

げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え

た
独
自
要
求
書
を
提
出
し
、
ま

た
、
人
事
課
と
の
意
見
交
換
で

職
場
の
生
の
声
を
伝
え
て
い
く
。

▲一関支部（千厩）旗開き（1/10）

▲一関支部旗開き（1/9）

▲二戸支部旗開き（1/15）

▲北上支部旗開き（1/14）

▲花巻支部（遠野）旗開き（1/16）

▲宮古支部（岩泉）旗開き（1/15） ▲久慈支部旗開き（1/15）

　

県
職
労
宮
古
支
部
は
、
10
月

23
日
、
植
野
歩
未
沿
岸
広
域
振

興
局
副
局
長
に
対
し
小
野
寺
利

幸
支
部
長
か
ら
「
支
部
独
自
要

求
書
」
を
提
出
し
、
組
合
員
の

声
を
取
り
ま
と
め
た
要
求
書
で

あ
り
、
速
や
か
に
対
応
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

要
求
書
は
、
広
域
振
興
局
運

営
体
制
、
人
員
体
制
、
賃
金
・

諸
手
当
に
対
す
る
是
正
、
豚
熱

や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対

応
等
の
本
庁
へ
の
上
申
に
加
え
、

副
局
長
へ
の
要
求
事
項
と
し
て

①
宮
古
地
区
合
同
庁
舎
・
岩
泉

地
区
合
同
庁
舎
等
の
老
朽
化
に

伴
う
、
改
修
・
修
繕
の
整
備
計

画
を
示
し
予
算
確
保
を
行
う
こ

と
、
②
公
舎
等
に
住
む
職
員
の

体
へ
の
負
担
が
重
く
健
康
被
害

が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
公
費

で
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
、

③
文
書
保
管
庫
が
手
狭
と
な
っ

て
い
る
が
保
管
場
所
が
釜
石
に

あ
る
こ
と
か
ら
宮
古
地
区
へ
の

新
設
又
は
増
設
す
る
こ
と
等
に

つ
い
て
要
請
す
る
内
容
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
13
日
に
副
局

長
か
ら
回
答
書
が
宮
古
支
部
長

あ
て
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

１
月
９
日
に
寒
冷
地
手
当
に
係

る
追
加
要
求
書
の
提
出
と
回
答

に
対
す
る
独
自
交
渉
を
行
っ
た
。

　

植
野
副
局
長
か
ら
は
「
状
況

は
理
解
し
て
お
り
、
局
の
予
算

で
対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
対
応
す
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
必
要
な
修
繕
等
が
行

え
る
よ
う
、
予
算
の
確
保
及
び

公
舎
の
住
環
境
整
備
に
努
め
て

い
く
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
を

行
っ
た
。

　

今
後
も
県
職
労
青
年
婦
人
部

と
し
て
県
内
で
開
催
さ
れ
る
集

会
や
交
流
会
に
参
加
者
を
多
く

送
り
出
し
た
い
。

▲北上支部で行われた青婦部意見交換会のようす

▲自治労県本部主催のセミナーのようす

▲ウィンタースポーツ交流会での記念撮影のようす

▲植野沿岸広域振興局副局長に要求書を手
渡す小野寺宮古支部長（左）

▲諸課題について交渉に臨む宮古支部役員（手前）

各
支
部
で
意
見
交
換
会
を
実
施

青
年
婦
人
部

独
自
要
求
書
提
出
へ
！

学
習
と
交
流
で
想
い
を
一
つ
に

自
治
労
県
本
部
青
年
部
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　 

お
よ
び
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

宮古支部

組
合
員
の
声
を

支
部
独
自
要
求
書
を
提
出

各支部旗開きで始動②
1月9日以降に開催された支部の旗開き
のようすをご紹介します。
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